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＝皆でロータリーを楽しもう！＝ 
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第７４１回 例会Ｎｏ．１７ 平成 ２２年１１月１１日（木） 晴 

第５回クラブフォーラム＝ロータリー財団＝ 

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ゙  

■ 出席報告 

「君が代」「奉仕の理想」 

会員４８名中２５名出席 

■ 出席率 

■ 修正出席率 

■ スピーカー 

■ ゲスト 

 

５５．５０％ 出席計算人数４３名 

１０月２８日  ９５．４５％ 

地区財団委員会 藤田守彦さん 

IM 実行委員会 原 常之さん 

地区分区幹事 羽田野道明さん 

米山奨学生 ｱｯﾀﾅﾔｶ･ﾌﾟﾘﾔﾝﾃｨｶさん 

 

 

会長挨拶                     石井里恵子 

朝夕少し冷えるこの頃となり、スポーツシーズンとなりました。 

世界女子バレーは、３２年ぶりのメダルを取るべく頑張っています

が、ロシアとの対戦で惜しくも３対２で負け、アメリカ戦を頑張らな

いと夢が消えます。皆さんで応援してください。 

先日の日本シリーズ、中日対ロッテの第６戦と第７戦をインターネ

ットで切符を購入し、家族７名で応援に出かけました。延長１５回

まで対戦し、５時間４３分と最長記録を残しましたが、残念にも引き

分け、１番の荒木から４番ブランコまで全く打てませんでした。バ

ントは何回も失敗し、ピッチャーは７人も代わりましたが、浅尾が

同点にされて以来全く駄目でした。次の日７戦を戦いましたが、ロ

ッテの応援は中日の５分の１くらいの人数でしたが、ものすごく統

一が取れていて、敵ながら応援負けするのではと…？ 

大量の先取点を取りながら、追いつかれ同点にされ、最後はまた

浅尾が１ストライク３ボールになり、６戦目は全く打てなかった岡

本が７戦では調子が良く、ストライクを狙って打たれてゲーム終了

となりました。ここで敬遠していたら、どうなったでしょうか？キャッ

チャーのリードでピッチャーの投げる１球が明暗を分けるこの勝

負、これまた運だと痛感しました。夜遅くなり、とぼとぼと無言で帰

りました。 

技術だけでは何ともならない、運に見放された中日ドラゴンズだっ

たのかな、とあきらめました。浅尾ファンの孫が、４１番のユニフォ

ームを着て一生懸命応援したのに残念でした。家族中が疲れまし

た。素人のスポーツ談義、ご静聴ありがとうございました。 

 

☆☆次週例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

◎１１月１８日（木） 第７４２回例会  

   「カンボジア報告」 国際奉仕 田島陽介委員長 

◎１１月２５日（木） 第７４３回例会 例会変更 

    「友愛夜間例会」  社会奉仕 古本回収事業協力 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

１１月の祝福 
誕生日 結婚記念日 

2 日 後藤さんご夫人  

3 日  河原さん、松本さん 

成田さん 

4 日 中村さん 藤田さん 

5 日   

11 日 藁谷さん 吉田さん 

16 日 和田雅史さん 

林博樹さんご夫人 

 

18 日  堀江さん 

19 日 岩田さんご夫人  

21 日  矢野雄嗣さん 

24 日 中嶋さんご夫人 和田雅史さん 

25 日 堀田さん  

29 日 西川さん  

 

ニコＢＯＸ 
名古屋栄RC 原 常之さん、羽田野道明さん 

 来年２月１７日の IM へのご協力、宜しくお願いします。 
加藤満男さん １０月例会、体調不良で全休しました。元気にな

りましたので今月から出席します。よろしくお願いします。 

●今月は私の誕生月です。お祝いを有難うございます。  

中村、西川（敬称略） 

藁谷さん 今月は私の誕生月です。おいしい柿を有難うござい

ました。家族も大変よろこびました。 

成田さん ロータリーバッジを忘れました。申し訳ありません。 

藤田さん ロータリー財団について卓話をさせて頂きます。 

川原さん 亀井君、中林君の入会を心より歓迎します。 

●本日は藤田守彦さんよりロータリー財団についてお話

いただきます。 

藤田さん、どうぞ宜しくお願い申し上げます。  

石井会長、松尾、二俣、若原、長谷川、西垣、水野、 

吉田、植木、河原、中嶋、大岩、松本、後藤、渡邉、 

池井戸（敬称略） 

●秋の健康感謝ニコニコ Day      成田、中嶋（敬称略） 

本日合計 ６４，０００円 

 

会員増強表彰 

新入会員をご紹介いた

だきました松尾雄二郎さ

んに会員増強バッジを

贈呈致しました。 



米山奨学金 

米山奨学金１１月分を

西垣美千子さんより 

アッタナヤカ・プリヤン

ティカさんにお渡しいた

しました。 

 

クラブフォーラム卓 話  

「財団月間に因んで」 

地区資金推進委員会 副委員長 藤田守彦 

 

2010-11 年度西名古屋分区 IM のご案内 

本日例会にてＩＭ実行委員会原 常之さん、地区分区幹事

羽田野道明さんより「ＩＭ（インターシティミーティング）」のご

案内をいただきました。 

 

★ ハ イ ラ イ ト よ ね や ま １２９号 ★ 

2010 年11 月12 日発行 その① 

１．寄付金速報 ― 米山月間の成果に感謝！ ― 

10月までの寄付金は前年同期と比べて6.0％増、約2,910万

円の増加となりました。普通寄付金は前年とほぼ同額（＋

0.03％）ですが、今期に入って初めて前年同期を上回りまし

た。また、特別寄付金は10.8％増でした。 

10月は米山月間ということもあり、5人（うち2人はご夫妻）の

方から各々100万円の個人寄付をいただきました。さらに、

東京ロータリークラブからは創立90周年記念として、1,000

万円もの大口寄付をいただきました。このような経済状況

下、学友を含め多くのロータリアンの方々からのご寄付に

感謝申し上げます。上期も残り2カ月を切りましたが、引き

続きご支援・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

２．2011学年度奨学金申し込み状況 

2011年4月採用の奨学金（学部・修士・博士課程奨学金、地

区奨励奨学金）には、指定校442校のうち401校から1,504名

の応募がありました。例年に比べ、「該当者なし」などの理

由から申込みのない指定校が少なく、各地区選考委員会

による取り組みの成果が表れています。 

申込者を国・地域別にみると、中国が62.2％(前年度比＋

0.3％）、韓国14.4％(▲0.5％）、台湾4.6％(＋0.6％）、その他

が18.8％（▲0.4％）となり、台湾がやや増加したものの、前

年から大幅な増減はありません。課程別では、博士課程が

24.0％(▲0.1％)、修士課程49.6％(＋0.5％)、学部課程

25.1％(▲0.3％)でした。また、「地区奨励奨学金」は4地区8

校から計20名、「クラブ支援奨学金」には8地区12クラブか

ら応募がありました。11月中旬から順次、各地区へ応募書

類を発送します。その後、11月下旬～1月下旬にかけて地

区選考委員会による書類選考・面接試験が実施され、2月

中旬には新規採用者607名（2010年11月現在）が決定します。 

３．第2640地区学友会が上海でシンポジウム 

第2640地区（大阪府・和歌山県）学友会が主催するシンポ

ジウムが10月10日、上海で開催され、現役米山奨学生と学

友、ロータリアンなど約100人が参加しました。 

テーマは「21世紀における留学生の役割」。主催者挨拶を

同地区学友会初代会長を務めた邱迅(きゅうじん)氏（上海

在住）が行い、続いて米田眞理子ガバナーが奨学事業の

趣旨を説明、また、上海大学および大阪府立大学の各副学

長が来賓として挨拶しました。 

第2部のパネルディスカッションでは、学友、奨学生、ロータ

リアン、大学関係者らが自らの経験を元に留学生の役割に

ついて語り、参加者との意見交換も含めて示唆に富んだ議

論が展開されました。アトラクションの最後は、奨学生全員

が「感恩の心」という歌を手話つきで熱唱し、会場の感動を

呼びました。また、7月に総会を開いた中国学友会からは

張晋岩(ちょうしんがん)会長と楊弋涛(ヤンイータオ)氏が参

加し、張会長が中国学友会の活動を紹介しました。 

懇親会後、朝10時からのシンポジウムが惜しまれながら終

了し、再会を約して解散しました。（事務局長 坂下博康） 

４．新モンゴル高校創立10周年記念式典に参加して 

2010-11年度 学務・学友委員 足立 功一（第2500地区 釧路北ＲＣ） 

10月5日、米山学友のジャンチブ・ガルバドラッハさん

（1998-99／山形北ＲＣ）が開校した日本式高校、「新モンゴ

ル高校」の創立10周年記念式典がウランバートルで開催さ

れ、第2800地区（山形県）を中心とする日本のロータリー関

係者とともに参加してまいりました。 

10年前、モンゴル初の3年制高校として生徒105人でスター

トした同校は、現在では生徒数約750人を擁し、中学校・小

学校も併設する指折りの進学校だそうです。世界中の大学

へ留学生を輩出しており、日本にもこれまでに150人の留

学生を送り出すなど、モンゴルの教育制度を根本的に変え

たと言われるくらいの実績を残している学校であります。 

米山学友が母国で素晴らしい学校を設立し、大きな実績を

あげていることに、米山記念奨学事業を支える日本のロー

タリアンの一人として、心から誇りに思いました。そして、式

典を通じて、モンゴルの次代を担う若者の教育に貢献し、

日本-モンゴル間の友好に素晴らしい成果を上げているこ

とを実感することができました。これまでジャンチブさんを

支えてきた世話クラブや、山形を中心とする支援団体「柱

一本の会」に敬意を表すると同時に、こうした素晴らしい人

材の宝庫である米山奨学事業の、なお一層の発展に向け

て、微力を尽くしたいと思います。  （続きは次号にて） 


